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(57)【要約】
【課題】無線通信デバイスにおいて動的命令セットを実
行するためのシステムおよび方法が提供を提供すること
。
【解決手段】本発明によって提供される方法は、システ
ムソフトウェアをシンボルライブラリに形成するステッ
プであって、各シンボルライブラリは、関連した機能性
を有するシンボルを含む、ステップと、シンボルライブ
ラリをコード格納セクション不揮発性メモリにおけるコ
ードセクションに配置するステップと、システムソフト
ウェアを実行するステップと、ファイルシステムセクシ
ョン不揮発性メモリ内に条件付オペレーションコードお
よびデータアイテムを含む、パッチマネージャランタイ
ム命令（ＰＭＲＴＩ）または動的命令セットを受信する
ステップと、第１のコードセクションからランタイムラ
イブラリを呼出すステップと、パッチマネージャランタ
イム命令オペレーションコードを処理するステップとを
包含する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信デバイス（１０４）において動的命令セットを実行する方法であって、本願明
細書に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　（発明の背景）
　（１．発明の分野）
　本発明は、無線通信デバイスに関し、より具体的には、無線通信のシステムソフトウェ
アを用いて現場で動的命令セットを実行するシステムおよび方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　（２．関連技術の記載）
　現場に既に存在するフォンに対してソフトウェア更新をリリースすることは珍しくはな
い。これらの更新は、一度フォンが製造され公に流通されてからソフトウェアに見つけら
れた問題に関連し得る。ある更新には、サービスプロバイダかから供給されたフォンの新
機能の用途またはサービスが含まれ得る。さらに他の更新は、地域的な問題、またはある
通信事業者に関連する問題に関係し得る。例えば、ある地域では、通信事業者のネットワ
ークレイアウトが、より不適切なチャンネル検索、より不適切なコールの終了、より不適
切なオーディオまたはこれと同等の予期していない動作をハンドセットに示させる、ハン
ドセットにエアリンクインターフェイス条件を課し得る。
【０００３】
　このような更新に対する従来のアプローチは、最も近い通信事業者小売店／サービスア
ウトレットまたは製造業者に、本明細書中で無線デバイス、フォン、電話、またはハンド
セットと呼ばれているものを、無線通信デバイスおよびその変更を処理するためにリコー
ルすることであった。このような更新に含まれるコストは、広範囲に渡り、最終結果へ食
い込む。さらに、顧客は、不便であり、いらいらさせられがちである。多くの場合、実際
的なソリューションは、顧客に新しいフォンを提供することである。
【０００４】
　無線デバイスは、種々の環境において、異なった加入者サービスで、多数の異なった顧
客アプリケーションに対して用いられる。従って、無線デバイスのソフトウェアは、サー
ビスを改善するためにアップグレードされ得たとしても、アップグレードがすべてのユー
ザに対して一様な改善を提供する見込みはない。
【０００５】
　顧客に不便さなく、無線通信デバイスソフトウェアが安価でアップグレードされ得れば
、より有利である。
【０００６】
　無線通信デバイスソフトウェアが、顧客が重要な期間のフォンの利用を失うことなく、
アップグレードされ得れば、より有利である。
【０００７】
　無線通信デバイスソフトウェアが、最小の専門家のサービス時間で、または、サービス
設備へデバイスを送る必要なく更新され得れば、より有利である。
【０００８】
　無線デバイスシステムソフトウェアがコードセクションに区分され得、これにより、シ
ステムソフトウェアの特定のコードセクションのみが置換される必要があるならば、より
有利である。これらのコードセクションがエアリンクを介して無線デバイスと通信され得
るならば、より有利である。
【０００９】
　デバイスの状況に基づいて各無線通信デバイスについてコードセクション更新が一意的
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に行われ得るならば、より有利である。
【００１０】
　無線デバイスは、無線デバイスシステムソフトウェアの性能をモニタリングし、性能デ
ータを収集し、かつデータを解析するためのシステム中央収集庫に送信し得るならば、よ
り有利である。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　（発明の要旨）
　無線通信デバイスソフトウェア更新は、顧客にできる限り最良の製品およびユーザ経験
を与える。本商業界の高価な部分とは、ソフトウェアを更新するためにハンドセットのリ
コールを含むことである。これらの更新は、フォンが製造された後に、ユーザに付加的な
サービスを提供し、フォンの利用中に発見された問題を処理するために必要とし得る。本
発明は、エアリンクインターフェイスを介して、現場のハンドセットソフトウェアを実際
に更新することを可能にする。より具体的には、本発明は、無線通信デバイスが動的命令
セットを実行することを可能にする。これらの動的命令セットは、無線デバイスが、シス
テムソフトウェアおよびシステムデータを「インテリジェントに」、または条件的にアッ
プグレードすることを可能にする。さらに、動的命令セットは、無線デバイスがシステム
ソフトウェア性能をモニタリングし、かつ解析するための性能データを送信することを可
能にする。
【００１２】
　従って、無線通信デバイスにおいて動的命令セットを実行するための方法が提供される
。この方法は、システムソフトウェアをシンボルライブラリに形成するステップであって
、各シンボルライブラリは、関連した機能性を有するシンボルを含む、ステップと、シン
ボルライブラリをコード格納セクション不揮発性メモリ内のコードセクションに配置する
ステップと、パッチマネージャランタイム命令（ＰＭＲＴＩ）または動的命令セットを受
信するステップであって、ファイルシステムセクション不揮発性メモリ内に条件付きオペ
レーションコードおよびデータアイテムを含む、ステップと、第１のコードセクションか
らランタイムライブラリを呼出すステップと、パッチマネージャランタイム命令オペレー
ションコードを処理するステップと、システムデータおよびシステムフソフトウェア上で
演算するステップと、システムデータおよびシステムソフトウェア上での演算に応答して
、システムソフトウェアの実行を制御するステップとを包含する。
【００１３】
　動的命令セットを実行する上述の方法、および、動的命令セットを実行するシステムの
さらなる詳細が以下に提供される。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】図１は、無線デバイスソフトウェアメンテナンスシステム全体の模式的ブロック
図である。
【図２】図２は、エアリンクインターフェイスを介して命令セットのインストレーション
を強調表示する、ソフトウェアメンテナンスシステムの模式的ブロック図である。
【図３】図３は、無線通信デバイスにおける動的命令セットを実行する本発明のシステム
を示す模式的ブロック図である。
【図４】図４は、無線デバイスメモリの模式的ブロック図である。
【図５】図５は、図３のコードセクションアドレステーブルを表すテーブルである。
【図６】図６は、図３のシンボルライブラリ１のシンボルを有する詳細図である。
【図７】図７は、図３のシンボルオフセットアドレステーブルを表すテーブルである。
【図８】図８は、ランタイムエンジンによってアクセスされるオペレーションコード（「
オペコード」）の図である。
【図９】図９は、図８の第１のオペレーションコードのより詳細な図である。
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【図１０ａ】図１０ａは、無線通信デバイスにおいて動的命令を実行する本発明の方法を
示すフローチャートである。
【図１０ｂ】図１０ｂは、無線通信デバイスにおいて動的命令を実行する本発明の方法を
示すフローチャートである。
【図１１】図１１は、例示的動的命令セットのオペレーションを示すフローチャートであ
る。
【図１２】図１２は、別の例示的動的命令セットのオペレーションを示すフローチャート
である。
【図１３】図１３は、第３の例示的動的命令セットのオペレーションを示すフローチャー
トである。
【図１４】図１４は、第４の例示的動的命令セットのオペレーションを示すフローチャー
トである。
【図１５】図１５は、第５の例示的動的命令セットのオペレーションを示すフローチャー
トである。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　（好適な実施形態の詳細な説明）
　以下の詳細な説明のいくつかの部分は、無線デバイスマイクロプロセッサまたはメモリ
内のデータビットにおける動作の手順、ステップ、ロジックブロック、コード、処理、お
よび、他のシンボリックな表現ついて示される。これらの記述および表現は、データ処理
技術の当業者によって利用される手段であって、これらは、当該の別の技術者に仕事の実
質を最も効果的に提供するためのものである。手順、マイクロプロセッサに実行されるス
テップ、アプリケーション、ロジックブロック、プロセス等は、本明細書中において、お
よび一般的に、所望の結果を導くステップまたは命令の一貫したシーケンスであると考え
られる。本ステップは、物理量（ｑｕａｎｔｉｔｙ）の物理的操作を要求するステップで
ある。通常、必須ではないが、これらの量は、マイクロプロセッサに基づく無線デバイス
において、格納、伝達、結合、比較、およびそうでなければ操作され得る電気または磁気
信号の形式を取り得る。これらの信号をビット、値、エレメント、シンボル、文字、用語
、または数字等として示すことは、原則的に共通の用法で、時には便利であることが証明
されている。メモリ等の物理的デバイスについて言及される場合、それらは、バスまたは
他の電気接続を介して他の物理的デバイスに接続される。これらの物理的デバイスは、論
理的プロセスまたはアプリケーションと相互作用し、従って、論理的演算に「接続される
」と考えられ得る。例えば、メモリはさらなる論理演算に対するコードを格納またはアク
セスし得るか、または、アプリケーションは、実行するためにメモリからコードセクショ
ンを呼び出し得る。
【００１６】
　しかし、尚、全てのこれらおよび同様の用語は、適切な物理量に関連すべきであり、単
にこれらの量に適用される便利なラベルにすぎない。他に特別に述べられない限り、以下
の説明から明らかなように、本発明を通して、「処理」「接続」「翻訳」「表示」「プロ
ンプト」「判定」「表示」または「認識」等の用語を利用した説明は、コンピュータシス
テムのレジスタおよびメモリ内の物理（電気的）量として示されるデータを無線デバイス
メモリまたはレジスタまたは他のこのような情報格納デバイス、送信デバイスまたは表示
デバイス内の物理量として同様に示される他のデータへ操作して変換する、無線デバイス
マイクロプロセッサシステムのアクションおよびプロセスを示す。
【００１７】
　図１は、無線デバイスソフトウェアメンテナンスシステム全体１００の概略的なブロッ
ク図である。本発明のシステムソフトウェアの組織化は、以下に詳細に示され、ソフトウ
ェアメンテナンスシステムの一般的概要１００に従う。一般的なシステム１００は、シス
テムソフトウェア更新および命令セット（プログラム）を送達するステップ、および送達
されたソフトウェアを無線デバイスにインストールするステップのプロセスについて記述
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する。より一般的には命令セットまたは動的命令セットとして知られるシステムソフトウ
ェア更新およびパッチマネージャランタイム命令（ＰＭＩＳＩ）は、ハンドセットの製造
業者によって作成される。システムソフトウェアは、シンボルライブラリに組織化される
。シンボルライブラリは、コードセクション内に配置される。シンボルライブラリが更新
される場合、ソフトウェア更新１０２は、１つ以上のコードセクションとしてトランスポ
ートされる。ソフトウェア更新は、現場の無線デバイス（無線通信デバイス１０４はその
代表である）にブロードキャストされるか、または、公知の従来の空中でかつ、データま
たはメッセージトランスポートプロトコルを利用して基地局１０６から別々の通信で送信
される。本発明は、無線通信デバイスが、システムソフトウェアおよびＰＭＲＴＩ更新を
受信する目的のために、任意の利用可能な空中を介した（ｏｖｅｒ－ｔｈｅ－ａｉｒ）ト
ランスポートプロトコルを処理するように容易に修正され得るので、任意の特定のトラン
スポーテーションフォーマットに制限されない。
【００１８】
　システムソフトウェアは、異なるサブシステムのコレクションとみなされ得る。コード
オブジェクトは、これらの抽象的なサブシステムの１つにしっかりと接続され得、結果の
コレクションは、シンボルライブラリとしてラベル付けされ得る。これは、コードベース
の論理的ブレークダウンを提供し、ソフトウェアパッチおよび修正は、これらのシンボル
ライブラリに関連し得る。多くの場合、単一の更新は、１つまたは多くとも２つのシンボ
ルライブラリと関連する。残りのコードベース、すなわち他のシンボルライブラリは、変
化しないままである。
【００１９】
　シンボルライブラリの概念は、コードおよび定数を扱うためのメカニズムを提供する。
一方、リードライト（ＲＷ）データは、全てのライブラリのためのＲＡＭベースのデータ
を含む固有の個別ＲＷライブラリへ適合する。
【００２０】
　無線デバイス１０４によって受信されると、トランスポートされたコードセクションは
、処理されなければならない。この無線デバイスは、不揮発性メモリ１０８の固有のコー
ドセクションを上書きする。不揮発性メモリ１０８は、ファイルシステムセクション（Ｆ
ＳＳ）１１０およびコード格納セクション１１２を含む。コードセクションは、通常、Ｆ
ＳＳ１１０の占有率を最小化するためにトランスポートの前に圧縮される。多くの場合、
更新されたコードセクションは、ＲＷデータを伴い、ＲＷデータは、各シンボルライブラ
リのための全ＲＷデータを含む別の種類のシンボルライブラリである。システムソフトウ
ェアは実行時にランダムアクセス揮発性リード－ライトメモリ１１４にロードされるが、
ＲＷデータは、常に不揮発性メモリ１０８に格納される必要があり、そのため、ＲＷデー
タは、無線デバイスがリセットされる度に、ランダムアクセス揮発性リード－ライトメモ
リ１１４にロードされ得る。これは、初回のＲＷデータのランダムアクセス揮発性リード
－ライトメモリへのロードを含む。以下により詳細に説明されるように、ＲＷデータは、
通常、パッチマネージャコードセクションに配置される。
【００２１】
　システム１００は、仮想テーブルの概念を含む。このようなテーブルを用いて、あるコ
ードセクションのシンボルライブラリは、システムソフトウェアの他の部分（他のコード
セクション）を壊す（置き換える）ことなく、パッチされる（置き換えられる）。仮想テ
ーブルは、効率性のために、ランダムアクセス揮発性リード－ライトメモリ１１４から実
行する。コードセクションアドレステーブルおよびシンボルオフセットアドレステーブル
は、仮想テーブルである。
【００２２】
　更新されたコードセクションは、無線デバイス１０４によって受信され、ＦＳＳ１１０
に格納される。無線デバイスユーザインターフェイス（ＵＩ）は、通常、新しいソフトウ
ェアが利用可能であることをユーザに通知する。ＵＩプロンプトに応答して、ユーザは、
通知を確認し、かつ、パッチまたは更新動作をシグナリングする。もしくは、更新動作が
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自動的に実行される。無線デバイスは、更新プロセスが実行される時、標準的な通信タス
クを実行不可能であり得る。パッチマネージャ更新セクションは、さらにランダムアクセ
ス揮発性リード－ライトメモリ１１４へロードされる不揮発性リード－ライトドライバシ
ンボルライブラリを含み得る。不揮発性リード－ライトドライバシンボルライブラリは、
コードセクションを更新されるべきコードセクションで上書きさせる。図に示されるよう
に、コードセクションｎおよびパッチマネージャコードセクションは、更新されるコード
セクションで上書きされる。パッチマネージャコードセクションは、リード－ライトデー
タ、コードセクションアドレステーブル、およびシンボルオフセットアドレステーブル、
ならびに、シンボルアクセサコードおよびシンボルアクセサコードアドレス（以下に説明
される）を含む。このデータの一部分は、更新されたコードセクションが導入される時に
無効であり、更新されたパッチマネージャコードセクションは、更新されたコードセクシ
ョンに対して有効なリード－ライトデータ、コードセクションアドレステーブル、および
シンボルオフセットアドレステーブルを含む。一旦、更新されたコードセクションが、コ
ード格納媒体１１２内にロードされると、無線デバイスはリセットされる。リセット動作
に続いて、無線デバイスは、更新されたシステムソフトウェアを実行し得る。尚、パッチ
マネージャコードセクションは、上述されていない他のシンボルライブラリを含み得る。
これらの他のシンボルライブラリは、リード－ライト揮発性メモリ１１４へロードされる
必要がない。
【００２３】
　図２は、エアリンクインターフェイスを介する命令セットのインストールをハイライト
する、ソフトウェアメンテナンスシステム１００の概略的なブロック図である。更新シス
テムソフトウェアコードセクションに加えて、メンテナンスシステム１００は、本明細書
中でパッチマネージャランタイム命令（ＰＭＲＴＩ）と呼ばれる、動的命令セット、プロ
グラム、またはパッチマネージャ命令セット（ＰＭＩＳ）をダウンロードおよびインスト
ールし得る。ＰＭＩＳコードセクション２００は、上述のシステムソフトウェアコードセ
クションと同一の態様で無線デバイス１０４にトランスポートされる。ＰＭＩＳコードセ
クションは、最初にＦＳＳ１１０に格納される。ＰＭＲＴＩコードセクションは、通常、
コンパイルされたハンドセットへの命令として可視化され得るバイナリフィアルである。
ＰＭＲＴＩコードセクションは、基本数学的演算の性能および条件付きで実行される演算
の性能を提供するのに十分に包括的である。例えば、ＲＦ調整ＰＭＲＴＩは、以下の動作
を実行し得る。
【００２４】
【数１】

　ＰＭＲＴＩは、加算、減算、乗算、および除算等の基本数学的演算をサポートし得る。
システムソフトウェアコードセクションと共に、ＰＭＲＴＩコードセクションは、ＵＩプ
ロンプトに応答してロードされ得、無線デバイスは、ＰＭＲＴＩがコード格納セクション
１１２へロードされた後、リセットされなくてはならない。その後、ＰＭＲＴＩセクショ
ンは、実行され得る。ＰＭＲＴＩコードセクションが任意の仮想テーブルまたはリード－
ライトデータと関連する場合、更新されたパッチマネージャコードセクションは、コード
格納セクション１１２におけるインストールのためにＰＭＩＳと共にトランスポートされ
る。もしくは、ＰＭＲＴＩは、保持されて、ＦＳＳ１１０から処理され得る。ハンドセッ
ト１０４は、ＰＭＲＴＩセクションにおける全ての命令を実行した後、ＰＭＲＴＩセクシ
ョンは、ＦＳＳ１１０から削除され得る。あるいは、ＰＭＲＴＩは、さらなる動作のため
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に維持される。例えば、ＰＭＲＴＩは、無線デバイスが電力供給（ｅｎｅｒｇｉｚｅｄ）
されるたびに実行され得る。
【００２５】
　ＰＭＩＳは、非常に強力なランタイム命令エンジンである。ハンドセットは、ＰＭＩＳ
環境を介してハンドセットに送達される任意の命令を実行し得る。このメカニズムは、Ｒ
Ｆ調整およびＰＲＩ更新をサポートするために利用され得る。より一般的には、ＰＭＩＳ
が利用され、典型的にはユーザの不満の結果等のソフトウェア問題が製造業者またはサー
ビスプロバイダによって認識される場合、無線デバイスソフトウェアをリモートデバック
し得る。ＰＭＩＳはまた、ソフトウェアの問題を診断するために必要なデータを記録でき
る。ＰＭＩＳは、データ解析、デバック、および修正用の新しくダウンロードされたシス
テムアプリケーションを起動し得る。ＰＭＩＳは、更新されたシステムソフトウェアコー
ドセクションの代わりに、ある問題に対する解析およびできる限り短い時間での修正のた
めのＲＷデータをベースにした更新を提供し得る。ＰＭＩＳは、無線デバイスによる利用
のためにメモリ圧縮アルゴリズムを提供し得る。
【００２６】
　本発明のいくつかの局面において、システムソフトウェアのシンボルライブラリへの組
織化が、実行のために必要とされる揮発性メモリ１１４および不揮発性メモリ１０８のサ
イズに影響を及ぼし得る。これは、コードセクションが、通常、コードセクション内に配
置される、シンボルライブラリよりも大きいという事実による。これらのより大きいコー
ドセクションは、更新コードセクションを収容するために存在する。システムソフトウェ
アをライブラリのコレクションとして組織化することにより、不揮発性メモリのサイズ要
件に影響が及ぼされる。コードセクションは、中に配置されるシンボルライブラリよりも
大きいサイズであり得るという事実により、同じコードサイズに対して用いられる不揮発
性メモリの量が多くなる。
【００２７】
　一旦、ソフトウェア更新が、無線デバイスに送達されると、ソフトウェアメンテナンス
システム１００は、メモリ圧縮をサポートする。メモリ圧縮は、デスクトップコンピュー
タのディスクデフラグアプリケーションと同様である。圧縮メカニズムは、メモリが最適
に利用され、将来のコードセクション更新のために良好にバランスされることを保証し、
ここで、更新されるコードセクションのサイズは、予測できない。システム１００は、パ
ッチがあてられる（更新される）コード格納セクションを解析する。システム１００は、
更新されたコードセクションを、置換されるコードセクションにより占有されるメモリス
ペースへ適応させることを試みる。更新されたコードセクションが置換されるコードセク
ションよりも大きい場合、システム１００は、メモリ１１２のコードセクションを圧縮す
る。もしくは、圧縮は、製造業者またはサービスプロバイダによって計算され得、圧縮命
令は、無線デバイス１０４へトランポートされ得る。
【００２８】
　圧縮は、アルゴリズムの複雑性および膨大な量のデータ移動により、時間消費プロセス
になり得る。圧縮アルゴリズムは、任意の処理が開始する前に、実行可能性を予測する。
ＵＩプロンプトは、圧縮が試みられる前に、ユーザからの許可を適用するために利用され
得る。
【００２９】
　本発明のある局面では、全システムソフトウェアコードセクションは、同時に更新され
得る。しかしながら、完全なシステムソフトウェア更新は、より大きなＦＳＳ１１０を要
求する。
【００３０】
　図３は、無線通信デバイスにおける本発明の動的命令セットの実行を示す模式的ブロッ
ク図である。システム３００は、複数の現在のコードセクションに区分された実行可能な
無線デバイスシステムソフトウェアを含むメモリ１０８内にコード格納セクション１１２
を備える。コードセクション１（３０２）、２（３０４）、およびｎ（３０６）、ならび
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にパッチマネージャコードセクション３０８が示される。しかしながら、本発明は、コー
ドセクションの任意の特定の数に制限されない。システム３００はさらに、第２の複数の
コードセクション内に配置される第１の複数のシンボルライブラリを含む。示されるのは
、コードセクション１（３０２）に配置されるシンボルライブラリ１（３１０）、コード
セクション２（３０４）に配置されるシンボルライブラリ２（３１２）および３（３１４
）、ならびにコードセクションｎ（３０６）に配置されるシンボルライブラリｍ（３１６
）である。各ライブラリは、関連する機能性を有するシンボルを含む。例えば、シンボル
ライブラリ１（３１０）は、無線デバイス液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）の動作に関与し得
る。そして、シンボルは、ディスプレイ機能に関連する。以下に詳細に示されるように、
さらなるシンボルライブラリは、パッチマネージャコードセクション３０８に配置される
。
【００３１】
　図４は、無線デバイスメモリの概略的なブロック図である。示されるように、メモリは
、図１のコード格納セクション１１２である。メモリは、フラッシュメモリのような書き
込み可能な不揮発性メモリである。尚、コードセクションは、必ずしもＦＳＳ１１０と同
一のメモリに格納される必要はないことが理解される。尚、本発明のシステムソフトウェ
ア構造は、複数の協働するメモリに格納されるコードセクションにより有効にされること
も理解される。コード格納セクション１１２は、第２の複数の連続してアドレスされるメ
モリブロックを含み、ここで、各メモリブロックは、第２の複数のコードセクションに対
応するコードセクションを格納する。従って、コードセクション１（３０２）は、第１の
メモリブロック４００に格納され、コードセクション２（３０４）は、第２のメモリブロ
ック４０２に格納され、コードセクションｎ（３０６）は、第ｎのメモリブロック４０４
に格納され、そしてパッチマネージャコードセクション（３０８）は、第ｐのメモリブロ
ック４０６に格納される。
【００３２】
　図３および４と対照的に、各コードセクションの開始点は、メモリの対応する開始アド
レスに格納され、シンボルライブラリは、コードセクションの開始点で開始するように配
置される。すなわち、各シンボルライブラリは、第１のアドレスで開始し、第１のアドレ
スから連続してある範囲のアドレスを通って走行する。例えば、コードセクション１（３
０２）は、コード格納セクションメモリ１１２の第１の開始アドレス４０８（「Ｓ」でマ
ークされる）で開始する。図３では、シンボルライブラリ１（３１０）は、第１のコード
セクションの開始点３１８で開始する。コードセクション２（３０４）が第２の開始アド
レス４１０（図４）で開始するのと同様に、シンボルライブラリ２は、コードセクション
２（図３）の開始点３２０で開始する。コードセクションｎ（３０６）は、コード格納セ
クションメモリ１１２の第３の開始アドレス４１２（図４）で開始し、シンボルライブラ
リｍ（３１６）は、コードセクションｎ３２２（図３）の開始点で開始する。パッチマネ
ージャコードセクションは、コード格納セクションメモリ１１２の第ｐの開始アドレス４
１４で開始し、そしてパッチマネージャコードセクション３０８の第１のシンボルライブ
ラリは、パッチマネージャコードセクションの開始点３２４で開始する。従って、シンボ
ルライブラリ１（３１０）は、最終的に、第１のメモリブロック４００に格納される。コ
ードセクションが、コードセクション２（３０４）のような複数のシンボルライブラリを
含む場合、複数のシンボルライブラリは、対応するメモリブロック（この場合、第２のメ
モリブロック４０２）に格納される。
【００３３】
　図３では、システムソフトウェア構造３００は、パッチマネージャコードセクション３
０８に配置されるシンボルライブラリに含まれるシンボルのあるタイプとして、コードセ
クションアドレステーブル３２６をさらに含む。コードセクションアドレステーブルは、
コードセクション識別子をメモリの対応するコードセクション開始アドレスと相互参照す
る。
【００３４】
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　図５は、図３のコードセクションアドレステーブル３２６を示すテーブルである。コー
ドセクションアドレステーブル３２６は、シンボルライブラリに対するコードセクション
開始アドレスを見つけ出すために参照される。例えば、システム３００は、シンボルライ
ブラリ１のシンボルが実行に必要とされる時、コードセクション１を検索する。コードセ
クション１の開始アドレスを見つけ出し、従って、シンボルをシンボルライブラリ１に位
置付けるために、コードセクションアドレステーブル３２６は、参照される。コードセク
ションのシンボルライブラリの配置、およびテーブルによるコードセクションのトラッキ
ングは、コードセクションが移動され、かつ拡張されることを可能にする。拡張または移
動動作は、アップグレードされたコードセクション（アップグレードされたシンボルライ
ブラリを含む）をインストールするために必要とされ得る。
【００３５】
　尚、図３に戻って、全てのシンボルライブラリは、必ずしもコードセクションの開始点
で開始するわけではない。示されるように、シンボルライブラリ３（３１４）は、コード
セクション２（３０４）に配置されるが、コードセクション開始アドレス３２０で開始し
ない。従って、シンボルライブラリ３（３１４）のシンボルが実行のために必要とされる
場合、システム３００は、コードセクション２（３０４）の開始アドレスに対してコード
セクションアドレステーブル３２６を参照する。以下に説明されるように、シンボルオフ
セットアドレステーブルは、シンボルライブラリ３（３１４）のシンボルが位置付けられ
ることを可能にする。シンボルが、複数のライブラリにわたって広がることは、同一のコ
ードセクションに保持されない限り、問題ではない。
【００３６】
　上述されたように、各シンボルライブラリは、機能的に関連したシンボルを含む。シン
ボルは、空中を介した通信本体、変数、またはデータ構造を位置付け、かつ利用するため
の、プログラマ定義の名前である。従って、シンボルは、アドレスまたは値であり得る。
シンボルは、内部または外部であり得る。内部シンボルは、現在のコードセクションの範
囲を超えて、可視ではない。より詳細には、内部シンボルは、他のコードセクションにお
いて、他のシンボルライブラリによって検索されない。外部シンボルは、コードセクショ
ン間で利用および呼び出しされ、かつ、異なるコードセクションのライブラリによって検
索される。シンボルオフセットアドレステーブルは、通常、全ての外部シンボルのリスト
を含む。
【００３７】
　例えば、シンボルライブラリ１は、無線デバイスディスプレイ上に文字を生成する。こ
のライブラリのシンボルは、電話番号、名前、時刻、または他のディスプレイ機能を生成
する。各機能は、本明細書中でシンボルとして参照する、空中を介した通信によって生成
される。例えば、シンボルライブラリ１（３１０）の１つのシンボルは、ディスプレイ上
に電話番号を生成する。このシンボルは、「Ｘ」で表わされ、外部である。無線デバイス
がフォンコールを受け、呼び出し側ＩＤサービスが起動される場合、システムは、「Ｘ」
シンボルを実行させたい場合、ディスプレイ上に番号を生成しなければならない。従って
、システムは、「Ｘ」シンボルを位置付けなければならない。
【００３８】
　図６は、シンボルを有する、図３のシンボルライブラリ１（３１０）の詳細な図である
。シンボルは、各コードセクション開始アドレスからオフセットされるように配置される
。多くの状況では、シンボルライブラリの開始点は、コードセクションの開始点であるが
、これは、コードセクションが１つより多いシンボルライブラリを含む場合に当てはまら
ない。シンボルライブラリ１は、コードセクション１（図３を参照されたい）の開始点で
開始する。図６に示されるように、「Ｘ」シンボルは、シンボルライブラリの開始点から
の（０３）のオフセットに位置付けられ、「Ｙ」シンボルは、（１５）のオフセットに位
置付けられる。シンボルオフセットアドレスは、パッチマネージャコードセクションのシ
ンボルオフセットアドレステーブル３２８に格納される（図３）。
【００３９】
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　図７は、図３のシンボルオフセットアドレステーブル３２８を示すテーブルである。シ
ンボルオフセットアドレステーブル３２８は、対応するオフセットアドレス、およびメモ
リの対応するコードセクション識別子によってシンボル識別子を相互参照する。従って、
システムは、シンボルライブラリ１において「Ｘ」シンボルを実行させるために検索し、
シンボルオフセットアドレステーブル３２８は、それが配置されるコードセクションにつ
いて、シンボルの正確なアドレスを位置付けるために参照される。
【００４０】
　図３に戻って、第１の複数のシンボルライブラリは全て、通常、これらのシンボルライ
ブラリの実行時に参照される、または設定されなければならないリード－ライトデータを
含む。例えば、シンボルライブラリは、条件付きステートメントに依存する動作を含み得
る。リード－ライトデータセクションを参照して、条件付きステートメントを完了させる
ために必要なステータスを判定する。本発明は、全てのシンボルライブラリから共有され
るリード－ライトセクションへリード－ライトデータをグループ化する。本発明のある局
面では、リード－ライトデータ３３０は、パッチマネージャコードセクション３０８に配
置される。もしくは（示されない）、リード－ライトデータは、異なるコードセクション
、例えば、コードセクションｎ（３０６）に配置され得る。
【００４１】
　第１の複数のシンボルライブラリはまた、検索されるシンボルのアドレスを計算するた
めに、コードセクションに配置されるシンボルアクセサコードを含む。シンボルアクセサ
コードは、別々のコードセクション、例えば、コードセクション２（３０４）のアドレス
に配置され、かつ格納され得る。しかし、示されるように、シンボルアクセサコード３３
２は、パッチマネージャコードセクション３０８のアドレスに配置され、格納される。シ
ステムソフトウェア構造３００は、さらに、シンボルアクセサコードアドレスを格納する
第１の位置を含む。第１の位置は、コード格納セクション１１２、または無線デバイス（
示されない）の別々のメモリセクションにおけるコードセクションであり得る。第１の位
置はまた、リード－ライトデータと同一のコードセクションにも配置され得る。示される
ように、第１の位置３３４は、リード－ライトデータ３３０、シンボルオフセットアドレ
ステーブル３２８、コードセクションアドレステーブル３２６、シンボルアクセサコード
３３２、およびパッチライブラリ（パッチシンボルライブラリ）３３６を有するパッチマ
ネージャコードセクション３０８に格納される。
【００４２】
　シンボルアクセサコードは、コードセクションアドレステーブルおよびシンボルオフセ
ットアドレステーブルを利用して、メモリにおいて検索されるべきシンボルの正確なアド
レスを検索する。すなわち、シンボルアクセサコードは、対応するシンボル識別子および
対応するコードセクション識別子を用いて検索されるシンボルのアドレスを計算する。例
えば、シンボルライブラリ１の「Ｘ」シンボルが検索される場合、シンボルアクセサは、
「Ｘ」シンボルに対応して（図７を参照されたい）、シンボル識別子（シンボルＩＤ）Ｘ
＿１を検索するために呼び出される。シンボルアクセサコードは、シンボルオフセットア
ドレスを参照して、Ｘ＿１シンボル識別子がコードセクション１の開始点から（０３）の
オフセットを有することを判定する（図６を参照されたい）。シンボルアクセサコードは
、コードセクション１に対応して、コードセクション識別子ＣＳ＿１を検索するために呼
び出される。シンボルアクセサコードは、コードセクションテーブルを参照して、コード
セクション識別子（コードセクションＩＤ）ＣＳ＿１と関連する開始アドレスを決定する
。この方法では、シンボルアクセサコードは、シンボル識別子Ｘ＿１が、（００１００）
のアドレスからの（０３）のオフセットであるか、または、アドレス（００１０３）に位
置付けられるかを決定する。
【００４３】
　シンボル「Ｘ」は、実際のコードの一部であるので、予約された名前である。言い換え
ると、シンボル「Ｘ」は、それに関連する絶対値データである。データは、アドレスまた
は値であり得る。シンボル識別子は、シンボルをトラックするために生成されるエイリア
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スである。シンボルオフセットアドレステーブルおよびコードセクションアドレステーブ
ルの両方が識別子と共に作用して、予約されたシンボルおよびコードセクション名との混
乱を避ける。また、同一のシンボル名を多くのシンボルライブラリにわたって利用するこ
とが可能である。識別子の利用は、これらのシンボル間の混乱を避ける。
【００４４】
　図１に戻って、システムソフトウェア構造３００はさらに、リード－ライト揮発性メモ
リ１１４、典型的にはランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）を含む。リード－ライトデータ
３３０、コードセクションアドレステーブル３２６、シンボルオフセットアドレステーブ
ル３２８、シンボルアクセサコード３３２、およびシンボルアクセサコードアドレス３３
４は、システムソフトウェアの実行中のアクセスのために、パッチメネージャセクション
からリード－ライト揮発性メモリ１１４へロードされる。周知のように、ＲＡＭに格納さ
れるコードのアクセス時間は、Ｆｌａｓｈのような不揮発性メモリへのアクセスよりもは
るかに短い。
【００４５】
　図３に戻って、尚、シンボルライブラリは、それらが配置されるコードセクションを必
ずしも満たす必要はないが、メモリブロックが内部に格納される対応のコードセクション
を正確に収容するようにサイズ合わせされる。代わりに述べられるのは、第２の複数のコ
ードセクションの各々は、配置されるシンボルライブラリを収容するバイトサイズを有し
、連続してアドレスされるメモリブロックの各々は、対応するコードセクションを収容す
るバイトサイズを有する。例えば、コードセクション１（３０２）は、１００バイトの長
さを有するシンボルライブラリを収容する１００バイトのセクションであり得る。第１の
メモリブロックは、コードセクション１のバイトサイズに一致する１００バイトである。
しかし、コードセクション１にロードされるシンボルライブラリは、１００バイトよりも
小さくなってもよい。図３に示されるように、コードセクション１（３０２）は、シンボ
ルライブラリ１（３１０）が１００バイトよりも小さい場合、未使用セクション３４０を
有する。従って、第２の複数のコードセクションの各々は、配置されるシンボルライブラ
リを収容するのに必要となるサイズよりも大きいサイズを有する。「過剰なサイズ」のコ
ードセクションにより、より大きな更新されたシンボルライブラリが収容され得る。
【００４６】
　連続的にアドレスされるメモリブロックは、物理的メモリ空間を種々のサイズのロジッ
クブロックに区切ることである。コードセクションおよびメモリブロックは、コードセク
ションがメモリに格納された場合に実質的に交換可能である用語である。コードセクショ
ンという概念は、コードセクションにおけるシンボルライブラリ、またはシンボルライブ
ラリのコレクションよりもおそらく大きいコードのセクションが移動および操作される場
合に識別するために用いられる。
【００４７】
　図３に見出されるように、現在のコードセクションを有するコード格納セクションに新
しいコードセクションを配置するために、システム３００は、本明細書中でパッチライブ
ラリ３３６と呼ばれるパッチシンボルライブラリを含む。コード格納セクションにおける
現在のコードセクションと共に新しいコードセクションの配置は、更新される実行可能な
システムソフトウェアを形成する。パッチマネージャ３３６は、現在のコードセクション
と共に新しいコードセクションを配置するだけでなく、コードセクションを更新されるコ
ードセクションとも置換する。
【００４８】
　図４に戻って、メモリ１０８のファイルシステムセクション１１０は、新しいコードセ
クション４５０および更新されるパッチマネージャコードセクション４５２等の新しいコ
ードセクションを受信する。ファイルシステムセクションは、さらに、現在のコードセク
ションと共に新しいコードセクションを配置するための命令を含む第１のパッチマネージ
ャランタイム命令（ＰＭＲＴＩ）４５４を受信する。図１に見出されるように、エアリン
クインターフェイス１５０は、新しいか、または更新されるコードセクション、ならびに
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第１のＰＭＲＴＩを受信する。エアリンクインターフェイス１５０は、アンテナによって
表されるが、エアリンクインターフェイス１５０は、さらに、ＲＦトランシーバ、ベース
バンド回路および復調回路（図示せず）を含むことに留意されたい。ファイルシステムセ
クション１１０は、エアリンクインターフェイス１５０を介して受信された新しいコード
セクションを格納する。パッチライブラリ３３６は、リード－ライト揮発性メモリ１１４
から実行し、コード格納セクションの第１のコードセクション、例えば、コードセクショ
ンｎ（３０６）を、第１のＰＭＲＴＩ４５４に応答して、新しいか、または更新されるコ
ードセクション４５０と置換する。通常、パッチマネージャコードセクション３０８は、
更新されるパッチマネージャコードセクション４５２と置換される。コードセクションが
置換された場合、パッチライブラリ３３６は、コード格納セクション１１２における第１
のコードセクション、例えば、コードセクションｎ（３０６）を、ファイルシステムセク
ション１１２における、更新されたコードセクション、例えば、コードセクション４５０
に上書きする。極端な場合、コード格納セクション１１２におけるすべてのコードセクシ
ョンは、更新されるコードセクションと置換される。すなわち、ＦＳＳ１１０は、第２の
複数の更新されたコードセクション（図示せず）を受信し、パッチライブラリ３３６は、
コード格納セクション１１２における第２の複数のコードセクションを第２の複数の更新
されるコードセクションと置換する。当然、ＦＳＳ１１０は、エアリンクインターフェイ
スを介して受信された第２の複数の更新されるコードセクションを収容するように十分に
大きくしなければならない。
【００４９】
　上述のように、受信された更新されるコードは、リード－ライトデータコードセクショ
ン、コードセクションアドレステーブルコードセクション、シンボルライブラリ、シンボ
ルオフセットアドレステーブルコードセクション、シンボルアクセサコードセクション、
または新しいパッチライブラリを有するコードセクションを含み得る。これらのすべての
コードセクションは、関連するシンボルライブラリおよびシンボルと共に、別個かつ独立
したコードセクションとして格納され得る。その後、これらのコードセクションの各々は
、一意的に更新されるコードセクションと置換される。すなわち、更新されるリード－ラ
イトコードセクションは、受信されて、コード格納セクションにおけるリード－ライトコ
ードセクションを置換する。更新されたコードセクションアドレステーブルコードセクシ
ョンは、受信されて、コード格納セクションにおけるコードセクションアドレステーブル
コードセクションを置換する。更新されたシンボルオフセットアドレステーブルコードセ
クションは、受信されて、コード格納セクションにおけるシンボルオフセットアドレステ
ーブルコードセクションを置換する。更新されるシンボルアクセサコードセクションは、
受信されて、コード格納セクションにおけるシンボルアクセサコードセクションと置換す
る。同様に、更新されるパッチマネージャコードセクション（パッチライブラリを有する
）は、受信されて、コード格納セクションにおけるパッチマネージャコードセクションと
置換する。
【００５０】
　しかしながら、上述のコードセクションは、通常、パッチマネージャコードセクション
の中でバンドルされる。従って、コード格納セクションにおけるリード－ライトコードセ
クションは、パッチマネージャコードセクション３０８が、更新されるパッチマネージャ
コードセクション４５０と置換された場合、ファイルシステムセクション１１０からの更
新されるリード－ライトコードセクションと置換される。同様に、更新されるパッチマネ
ージャコードセクション４５０がインストールされた場合、コードセクションアドレステ
ーブル、シンボルオフセットアドレステーブル、シンボルアクセサコードセクション、お
よびパッチライブラリが置換される。新しいリード－ライトデータ、新しいコードセクシ
ョンアドレステーブル、新しいシンボルオフセットアドレステーブル、新しいシンボルア
クセサコード、および更新されるパッチマネージャコードセクションとしての新しいパッ
チライブラリの、コード格納セクションにおける現在のコードセクションと共に配置され
ることが更新される実行可能なシステムソフトウェアを形成する。
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【００５１】
　ファイルシステムセクション１１０が更新されたシンボルアクセサコードアドレスを受
信した場合、パッチマネージャは、メモリ内の第１のロケーションにおけるシンボルアク
セサコードアドレスを更新されるシンボルアクセサコードアドレスと置換する。上述のよ
うに、メモリ内３３４の第１のロケーションは、通常、パッチマネージャコードセクショ
ンにある（図３を参照）。
【００５２】
　図３に見出されるように、パッチライブラリ３０８は、さらに、圧縮器、または圧縮器
シンボルライブラリ３４２を含み得る。圧縮器３４２は、さらに、別個および独立したコ
ードセクションとしてイネーブルされ得るが、上述のように、システムソフトウェアアッ
プグレードと関連した機能を単一のパッチマネージャコードセクションにバンドルするこ
とは有用かつ効率的である。通常、圧縮器３４２は、コードセクションのサイズを変更す
ると考えられることができ、これにより、新しいセクションは、コード格納セクション１
１２における現在のコードセクションと共に配置され得る。
【００５３】
　ここで確立された組織、ダウンロード、および圧縮の本発明の局面に関して、以下の説
明は、無線通信デバイス動的命令セット実行システム３００に集中させる。システム３０
０は、詳細に上述されたように、実行可能なシステムソフトウェア、およびコードセクシ
ョンと区分されたシステムデータを含む。さらに、システム３００は、システムデータお
よびシステムソフトウェア上で演算し、かつ、システムソフトウェアの実行を制御するた
めの動的命令セットを含む。図４に示されるように、動的命令セット４７０は、第１のＰ
ＭＲＴＩ４５４に組織化される。図３に見出されるように、システムは、さらに、ランタ
イムライブラリ３７０によってイネーブルされる動的命令セットを処理するためのランタ
イムエンジンを含む。圧縮器ライブラリ３４２およびパッチライブラリ３３６に関して述
べられたように、ランタイムライブラリ３７０は、通常、パッチマネージャコードセクシ
ョン３０８に配置される。しかしながら、ランタイムライブラリ３７０は、代替的に、別
のコードセクション、例えば、第１のコードセクション３０４において配置され得る。
【００５４】
　動的命令セットは、条件付きオペレーションコードを含み、かつ、通常、データアイテ
ムを含む命令の１つまたは複数のセットである。ランタイムエンジンは、オペレーション
コードを読み出し、かつ、どの演算が実行されることが必要かを決定する。オペレーショ
ンコードは、条件的、数学的、プロシージャ的または論理的であり得る。ランタイムエン
ジン、またはランタイムライブラリ３７０は、数学的または論理演算等の演算を実行する
ために動的命令セットを処理する。すなわち、ランタイムエンジンは、動的命令セット４
７０を読み出し、かつ、このオペレーションコードに応答して、演算のシーケンスを実行
する。動的命令セットは任意の特定の言語に限定されないが、オペレーションコードは、
通常、マシンコードの形態であり、これは、無線デバイスメモリが限定され、実行速度が
重要だからである。オペコードは、データアイテムを解析し、かつ、解析の結果として決
定を下すという点で条件的であると考えられる。ランタイムエンジンは、さらに、解析さ
れる前に、データに関する演算が実行されることを決定し得る。
【００５５】
　例えば、オペレーションコードは、無線デバイスメモリからのデータが所定の値と比較
されるように規定し得る。データアイテムが所定の値よりも小さい場合、データアイテム
は、そのままにされ、データアイテムが所定の値よりも大きい場合、これは所定の値と置
換される。あるいは、オペレーションコードは、上述の比較演算が実行される前に、第２
の所定の値を無線デバイスメモリからのデータアイテムに追加し得る。
【００５６】
　上述のように、ファイルシステムセクション不揮発性メモリ１１０は、エアリンク１５
０等のインターフェイスを通じて動的命令セットを受信する。図１に示されるように、イ
ンターフェイスは、さらに、無線周波数の（ＲＦ）ハードライン１６０であり得る。その
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後、ＰＭＲＴＩは、システムソフトウェアが工場での調整環境等のように動作状態ではな
く、ＦＳＳ１１０によって受信され得る。ＰＭＲＴＩは、さらに、論理ポートインターフ
ェイス１６２、またはインストール可能メモリモジュール１６４を介して受信され得る。
メモリモジュール１６４は、初期調整で無線デバイス１０４にインストールされるか、ま
たは工場での再調整中にインストールされ得る。特に記載はないが、ＰＭＲＴＩは、赤外
線またはＢｌｕｅｔｏｏｔｈインターフェイスを介して受信され得る。
【００５７】
　図８は、ランタイムエンジン３７０によってアクセスされる命令を示す。示されるのは
、第１の命令８００、第２の命令８０２、およびｊ番目の命令８０４であるが、動的命令
セットは任意の特定の数の命令に限定されない。各命令におけるオペレーションコードの
長さは固定される。ランタイムエンジン３７０は、バイトまたはビットの測定のように、
命令の長さをキャプチャし、命令がデータアイテムを含むか否かを決定する。オペレーシ
ョンコードが減算された後の命令の残りの長さは、データアイテムを含む。ランタイムエ
ンジンは命令からデータアイテムを抽出する。示されるように、第１の命令８００の長さ
８０６が測定され、かつデータアイテム８０８が抽出される。すべての命令が抽出される
べきデータアイテムを必ずしも含まないことに留意されたい。ランタイムエンジン３７０
は、命令８００におけるオペレーションコード８１０に応答する演算のシーケンスを実行
する際に、この抽出されたデータ８０８を用いる。
【００５８】
　図９は、図８の第１の命令８００のより詳細な図である。第１の命令８００を例として
用いて、命令は、オペレーションコード８１０およびデータ８０８を含む。命令、および
、より具体的には、データアイテムセクション８０８は、シンボル識別子を含み、これは
、無線デバイスコードセクションにおけるシンボルへのリンクとして機能する。すでに詳
細に説明されたように、シンボル識別子は、シンボル識別子に対応するシンボルを配置す
るために、コードセクションアドレステーブル３２６（図５を参照）およびシンボルオフ
セットアドレステーブル３２８（図７を参照）と共に用いられる。示されるように、シン
ボル識別子「Ｘ＿１」は、第１の命令８００において示される。シンボルオフセットアド
レステーブル３２８は、「ＣＳ＿１」識別子および「３」のオフセットを有するコードセ
クションにおいて対応するシンボルを配置する。コードセクションアドレステーブル３２
６は、コードセクション１の開始アドレス（３０２）を与える。このようにして、シンボ
ル「Ｘ」が見出される（図６を参照）。
【００５９】
　ランタイムエンジンが、コードセクションアドレステーブルおよびシンボルオフセット
アドレステーブルを用いて、受信されたシンボル識別子に対応するシンボルを配置した後
、これは、配置されたシンボルがデータアイテムである場合データを抽出する。例えば、
シンボル「Ｘ」がシンボルライブラリ１（３１０）におけるデータアイテムである場合、
ランタイムエンジンはこれを抽出する。あるいは、「Ｘ」シンボルは、オペレーションコ
ードであり得、ランタイムエンジンは、これが配置されると、シンボル「Ｘ」を実行させ
る。
【００６０】
　ＰＭＲＴＩがシステムデータまたはシステムデータアイテムを更新するために用いられ
得る。本発明のいくつかの局面において、システムデータが、ファイルシステムセクショ
ン１１０、例えば、コードセクション４７２におけるコードセクションに格納される（図
４を参照）。ランタイムエンジンはコードセクション４７２からのシステムデータにアク
セスし、かつ、このシステムデータを解析する。ランタイムエンジンは、上述のように、
データアイテムに関する数学的、または論理的演算を実行するために、動的命令のオペレ
ーションコードを処理する。演算の後、ランタイムエンジンは、更新されるシステムデー
タを生成する命令を処理する。更新されるシステムデータは、いくつかの状況において、
変更されないデータアイテムを含み得ることに留意されたい。第２のコードセクション４
７２におけるシステムデータは、オペレーションコードに応答して、更新されるシステム
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データと置換される。従って、ランタイムエンジンによる命令の処理によって、システム
ソフトウェアは、コードセクション４７２における更新されたシステムデータを用いて実
行するように制御される。このようにして、システムソフトウェアにおける、特定のター
ゲットとされたシンボルが更新され得るが、コードセクション全体は置換されない。同じ
プロセスによって、システムデータは、コード格納セクション１１２におけるコードセク
ションにおいて置換され得る。例えば、システムデータは、第３のコードセクション３４
４に格納され得、ランタイムエンジンは、第３のコードセクションにおけるシステムデー
タを、オペレーションコードに応答して、更新されるシステムデータと置換し得る。
【００６１】
　ＰＭＲＴＩは、さらに、揮発性メモリ１１４内のデータを更新するために用いられ得る
。１例として、揮発性メモリ１１４は、リード－ライトデータ３３０を受取る（図１を参
照）。リード－ライトデータは、コード格納セクション１１２および／またはＦＳＳ１１
０における１つまたは複数のコードセクションから出力され得る。ランタイムエンジンは
、リード－ライトデータにアクセスし、リード－ライトデータ３３０を解析し、更新され
るリード－ライトデータを生成し、かつ揮発性メモリ１１４におけるリード－ライトデー
タ３３０を、オペレーションコードに応答して、更新されるリード－ライトデータ３３０
と置換する。その後、システムソフトウェアは、揮発性メモリ１１４内の更新されたリー
ド－ライトデータを用いて実行するように制御される。
【００６２】
　本発明のいくつかの局面において、ランタイムエンジンは、システムソフトウェアの実
行をモニタリングする。性能モニタリングは、多数の無線デバイスアクティビティを含む
ように広く規定される。例えば、チャネルパラメータ、チャネル特性、システムスタック
、エラー状態、または、特定の故障状態または性能低下状態に至る演算のシーケンスを通
じてのＲＡＭにおけるデータアイテムのレコード等のデータが収集され得る。収集された
性能データを解析するために動的命令セットを用い、更新されるデータの変形を提供し、
かつ問題に対する可能な解決策を検討するためにデータを再キャプチャすることも可能で
ある。ＰＭＲＴＩプロセスを用いて一次的な修理も提供され得る。
【００６３】
　より具体的には、ランタイムエンジンは性能データを収集し、かつ、オペレーションコ
ードに応答して、性能データをファイルシステムセクションに格納する。その後、システ
ムソフトウェアは、システムソフトウェアの評価のために性能データを収集することによ
って実行するように制御される。評価は、動的命令セットオペレーションコードによって
実行される解析の形態として行われ得るか、または、評価は、無線デバイスの外部で実行
され得る。本発明のいくつかの局面において、ランタイムエンジンは、ファイルシステム
セクションから収集された性能データをアクセスし、かつ、オペレーションコードに応答
して、エアリンクインターフェイスを介して性能データを送信する。現場の無線デバイス
から性能データを収集することによって、製造業者が、デバイスをリコールすることなく
、地域的または地球規模で問題を徹底的に解析することが可能になる。
【００６４】
　本発明のいくつかの局面において、ファイルシステムセクション１１０は、新しいコー
ドセクションを含むパッチマネージャランタイム命令を受信する。例えば、新しいコード
セクション４７４は、図４に示される。あるいは、新しいコードセクションｎ（４５０）
等の新しいコードセクションは、ＰＭＲＴＩに依存し得ない。例えば、新しいコードセク
ションｎ（４５０）は、以前のエアリンク通信で受信され得るか、または、工場調整中に
インストールされ得る。ランタイムエンジンは、オペレーションコードに応答して、新し
いコードセクション４７４（４５０）をコード格納セクションに追加する。本発明のいく
つかの局面において、新しいコードセクションは、コード格納セクション１１２における
未使用のブロックに追加される。あるいは、圧縮演算が必要とされる。その後、システム
ソフトウェアは、新しいコードセクション４７４（４５０）を用いて実行するように制御
される。本発明の他の局面において、ＰＭＲＴＩ４５４は、更新されたコードセクション
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４７４を含む。あるいは、新しいコードセクション４５０は、ＰＭＲＴＩに依存しない更
新されたコードセクションである。ランタイムエンジンは、コード格納セクションにおけ
るコードセクション、例えば、コードセクション２（３０４）を、オペレーションコード
に応答して、更新されるコードセクション４７４（４５０）と置換する。システムソフト
ウェアは、更新されたコードセクション４７４（４５０）を用いて実行するように制御さ
れる。本発明のいくつかの局面において、圧縮演算は、更新されるコードセクションを収
容するために必要とされる。あるいは、更新されるコードセクションは、コード格納セク
ションの未使用または空のセクションに追加される。
【００６５】
　上述のように、新しいコードセクションの追加、またはコードセクションの更新は、通
常、新しいコードセクションアドレステーブルの生成を必要とし、これは、これらの演算
は、新しいおよび／または変更されたコードセクション開始アドレステーブルを含むから
である。さらに、圧縮演算はまた、新しいコードセクションアドレステーブルを必要とす
る。圧縮演算は、上述の圧縮器３４２の演算の結果か、または、圧縮方法関する詳細を供
給するＰＭＲＴＩ命令の結果であり得る。ＰＭＲＴＩがダウンロードおよび圧縮命令を含
む場合、ＰＭＲＴＩは、通常、ダウンロードおよび圧縮が完了された後に有効になる新し
いコードセクションアドレステーブルをさらに含む。
【００６６】
　図１０ａおよび図１０ｂは、無線通信デバイスにおいて動的命令セットを実行する本発
明の方法を示すフローチャートである。明瞭にするために、ナンバリングされたステップ
のシーケンスとして示されるが、特に明示なき場合、ナンバリング（および後述される方
法におけるナンバリング）から順序が推論されるべきでない。方法は、ステップ１０００
で開始する。ステップ１００１ａは、システムソフトウェアをシンボルライブラリに形成
し、各シンボルライブラリは、関連する機能を有するシンボルを含む。ステップ１００１
ｂは、シンボルライブラリをコードセクションに配置する。ステップ１００２は、システ
ムソフトウェアを実行する。ステップ１００３は、動的命令セットを受信する。ステップ
１００３の動的命令セットを受信するステップは、エアリンク、無線周波数の（ＲＦ）ハ
ードライン、インストール可能メモリモジュール、赤外線および論理ポートインターフェ
イスを含む群より選択されたインターフェイスを通じて動的命令セットを受信することを
含む。本発明のいくつかの局面において、ステップ１００３において動的命令セットを受
信するステップは、ファイルシステムセクション不揮発性メモリにおけるパッチマネージ
ャランタイム命令（ＰＭＲＴＩ）を受信することを含む。
【００６７】
　ステップ１００４は、ランタイムエンジンを起動する。通常、ランタイムエンジンを起
動するステップは、第１のコードセクションからランタイムライブラリを呼出すことを含
む。ランタイムエンジンは、揮発性または不揮発性メモリから起動され得る。ステップ１
００６は、動的命令セットを処理する。動的命令を処理するステップは、数学的および論
理的演算に応答して、命令を処理することを含む。本発明のいくつかの局面において、ス
テップ１００７（図示せず）は、動的命令セットの処理に続いて、動的命令セットを削除
する。ステップ１００８は、システムデータおよびシステムソフトウェア上で演算する。
ステップ１０１０は、システムデータおよびシステムソフトウェア上での演算に応答して
、システムソフトウェアの実行を制御する。
【００６８】
　通常、ステップ１００３におけるパッチマネージャランタイム命令を受信するステップ
は、条件付きオペレーションコードおよびデータアイテムを受信することを含む。その後
、ステップ１００６における動的命令セットを処理するステップは、サブステップを包含
する。ステップ１００６ａ１は、パッチマネージャランタイム命令オペレーションコード
を読み出すために、ランタイムエンジンを用いる。ステップ１００６ｂは、オペレーショ
ンコードに応答して、演算のシーケンスを実行する。
【００６９】
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　いくつかの局面において、ステップ１００１ｂにおいてシンボルライブラリをコードセ
クションに配置するステップは、コードセクションの開始点でシンボルライブラリを開始
すること、およびシンボルをそれぞれのコードセクションスタートアドレスからオフセッ
トされるように配置することを包含する。その後、この方法は、さらなるステップを包含
する。ステップ１００１ｃは、対応する開始アドレスにコードセクションの開始を格納す
る。ステップ１００１ｄは、コードセクション識別子を対応する開始アドレスと相互参照
するコードセクションアドレステーブル（ＣＳＡＴ）を維持する。ステップ１００１ｅは
、シンボル識別子を対応するオフセットアドレスおよび対応するコードセクション識別子
と相互参照するシンボルオフセットアドレステーブル（ＳＯＡＴ）を維持する。
【００７０】
　本発明のいくつかの局面において、ステップ１００３においてパッチマネージャランタ
イム命令を受信するステップは、シンボル識別子を受信することを包含する。その後、こ
の方法は、さらなるステップを包含する。ステップ１００６ａ２は、コードセクションア
ドレステーブルおよびシンボルオフセットアドレステーブルを用いることによって受信さ
れたシンボル識別子に対応するシンボルを配置する。ステップ１００６ｂにおけるオペレ
ーションコードに応答して、演算のシーケンスを実行するステップは、サブステップを包
含する。ステップ１００６ｂ１は、配置されたシンボルがデータアイテムである場合、デ
ータを抽出する。ステップ１００６ｂ２は、配置されたシンボルが命令であると、このシ
ンボルを実行する。
【００７１】
　本発明のいくつかの局面において、ステップ１００６ｂ１において動的命令を処理する
ステップは、さらなるサブステップを包含する。ステップ１００６ｂ１ａ、パッチマネー
ジャランタイム命令の長さをキャプチャするために、ランタイムエンジンを用いる。ステ
ップ１００６ｂは、オペレーションコードに応答して、パッチマネージャランタイム命令
からデータアイテムを抽出する。ステップ１００６ｂ１ｃは、オペレーションコードを応
答して、演算のシーケンスを実行する際に抽出されたデータを用いる。
【００７２】
　図１１は、例示的動的命令セット演算を示すフローチャートである。図１１におけるス
テップのいくつかは、図１０におけるものと同じであり、簡潔にするために、ここでは繰
返されない。ステップ１１０６において動的命令セットを処理するステップは、サブステ
ップを包含する。ステップ１１０６ａは、ファイルシステムセクションにおける第２のコ
ードセクションに格納されたシステムデータにアクセスする。ステップ１１０６ｂは、シ
ステムデータを解析する。ステップ１１０６ｃは、更新されるシステムデータを生成する
。その後、ステップ１１０８のシステムデータおよびシステムソフトウェア上で演算する
ステップは、第２のセクションにおけるシステムデータを更新されるシステムデータと置
換するステップを包含し、ステップ１０１０のシステムソフトウェアの実行を制御するス
テップは、システムソフトウェアの実行において更新されたシステムデータを用いるステ
ップを包含する。
【００７３】
　図１２は、別の例示的動的命令セット演算を示すフローチャートである。図１２におけ
るステップのいくつかは、図１０におけるものと同じであり、簡潔にするために、ここで
は繰返されない。ステップ１２０１ｃは、コード格納セクション不揮発性メモリに複数の
コードセクションを格納する。ステップ１２０６の動的命令セットを処理するステップは
、サブステップを包含する。ステップ１２０６ａは、コード格納セクション（ＣＳＳ）に
おける第３のコードセクションに格納されたシステムデータにアクセスする。ステップ１
２０６ｂは、システムデータを解析する。ステップ１２０６ｃは、更新されるシステムデ
ータを生成する。ステップ１２０８のシステムデータおよびシステムソフトウェア上で演
算するステップは、第３のコードセクションにおけるシステムデータを更新されるシステ
ムデータと置換するステップを包含する。ステップ１２１０のシステムソフトウェアの実
行を制御するステップは、システムソフトウェアの実行において更新されたシステムデー
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タを用いるステップを包含する。
【００７４】
　図１３は、第３の例示的動的命令セット演算を示すフローチャートである。図１３にお
けるステップのいくつかは、図１０におけるものと同じであり、簡潔にするために、ここ
では繰返されない。ステップ１３０１ｃは、コード格納セクション不揮発性メモリに複数
のコードセクションを格納する。ステップ１３０１ｄは、リード－ライトデータを揮発性
メモリにロードする。ステップ１３０６の動的命令セットを処理するステップは、サブス
テップを包含する。ステップ１３０６ａは、揮発性メモリにおけるリード－ライトデータ
にアクセスする。ステップ１３０６ｂは、リード－ライトデータを解析する。ステップ１
３０６ｃは、更新されるリード－ライトデータを生成する。ステップ１３０８のシステム
データおよびシステムソフトウェア上で演算するステップは、揮発性メモリ内のリード－
ライトデータを更新されるリード－ライトデータと置換するステップを包含する。システ
ムソフトウェアの実行を制御するステップは、システムソフトウェアの実行において更新
されたリード－ライトデータを用いるステップを包含する。
【００７５】
　図１４は、第４の例示的動的命令セット演算を示すフローチャートである。図１４にお
けるステップのいくつかは、図１０におけるものと同じであり、簡潔にするために、ここ
では繰返されない。動的命令セットを処理するステップは、サブステップを包含する。ス
テップ１４０６ａは、オペレーションコードに応答して、システムソフトウェアの実行を
モニタリングする。ステップ１４０６ｂは、性能データを収集する。ステップ１４０６ｃ
は、性能データを格納する。ステップ１４０６ｄは、エアリンクインターフェイスを介し
て、格納されたデータを送信する。ステップ１４０８のシステムデータおよびシステムソ
フトウェア上で演算するステップは、システムソフトウェアの評価において性能データを
用いるステップを包含する。
【００７６】
　図１５は、第５の例示的動的命令セット演算を示すフローチャートである。図１４にお
けるステップのいくつかは、図１０におけるものと同じであり、簡潔にするために、ここ
では繰返されない。ステップ１５０１ｃは、コード格納セクション不揮発性メモリに複数
のコードセクションを格納する。ステップ１５０３のパッチマネージャランタイム命令を
受信するステップは、新しいコードセクションを受信するステップを包含する。ステップ
１５０８のシステムデータおよびシステムソフトウェア上で演算するステップは、コード
格納セクションに新しいコードセクションを追加するステップを包含し、ステップ１５１
０のシステムソフトウェアの実行を制御するステップは、システムソフトウェアの実行に
おいて新しいコードセクションを用いるステップを包含する。
【００７７】
　あるいは、ステップ１５０３の新しいコードセクションを受信するステップは、更新さ
れるコードセクションを受信するステップを包含する。その後、ステップ１５０８のシス
テムデータおよびシステムソフトウェア上で演算するステップは、コード格納セクション
における第４のコードセクションを更新されるコードセクションと置換するステップを包
含する。
【００７８】
　無線通信デバイスにおける動的命令セットを実行するシステムおよび方法が提供され、
これにより、ソフトウェアを更新する、およびソフトウェアの性能をモニタリングするプ
ロセスを支援する。システムは、コードセクションにシンボルライブラリが配置されるた
めに、容易に更新可能であり、テーブルを用いてメモリ内のコードセクションの開始アド
レスおよびシンボルライブラリにおけるシンボルのオフセットアドレスにアクセスする。
動的命令セットの使用は、カスタム変更が、そのデバイスの特定の特性に基づいて、各無
線デバイスに実行されることを可能にする。動的命令セットの可能な使用を示すいくつか
の一般的な例が与えられた。しかしながら、本発明は、これらの例だけに限定されない。
本発明の他の変形および実施形態が当業者に思い浮かぶ。
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